
J a n .  2 0 1 6  N o . 4 2 4 法学教室 111

刑事訴訟法

本誌 355号～ 394 号に連載された「刑事手続法を学ぶ」に大幅な加筆補正を行って単行本
化。連載中からとても好評をいただいており，終了後は「書籍化の予定はありますか？」と
いった読者のお声を多く頂戴しました。お待たせしておりましたが，記述をじっくり見直

し，また書き下ろしも加え，満を持しての刊行です。
　本書は，刑事手続を形作っている様々な制度の制度趣旨およびそこから導きだされる法解釈の筋道を
解説しています。やや頁数が多いと感じる方もいるかもしれませんが，制度一つ一つを丁寧に解説した
結果ですので，実際に読み進めていただければ，「本の厚さ」を感じることは少ないはず。また，解説
相互のリファーも充実させていますので，各制度の個別的な理解だけでなく，制度間の関係など，刑事
手続全体の理解も深まります。
　連載を読んだことがない方はもちろん，連載を読んだことがある方や現在連載を使って勉強している
方も是非手に取っていただきたい 1冊です。（F）
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